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　平成 28 年第２回（６月）定例会が６月14日開催され、報告１件、
人事案件２件、28 年度各会計補正予算３件などが提案され、慎重
に審議された結果、原案どおり可決されました。
　一般質問には、５名の議員が登壇し、執行部への考えを質しました。

第12号

第２回６月定例会

○
長
寿
者
祝
金
の
贈
呈

　
　

溝
口
サ
エ
さ
ん
（
里
坊
）
が
、
６
月
１

日
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
水
上
村
長
寿
者

祝
金
支
給
条
例
の
適
用
に
よ
り
、
長
寿
者

祝
金
を
贈
呈
。

○
産
業
推
進
機
構
事
業

　
　

６
月
28
日
、
産
業
推
進
機
構
が
発
足
す

る
。
今
後
の
農
林
業
や
商
工
業
の
連
携
に

よ
る
六
次
産
業
化
の
推
進
に
努
め
る
。

○
「
桜
寿
苑
」
開
設
25
周
年

　
　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
桜
寿
苑
」
が

平
成
３
年
７
月
１
日
の
業
務
開
始
か
ら
、

本
年
６
月
30
日
で
25
周
年
の
節
目
を
迎
え

利
用
者
等
へ
記
念
タ
オ
ル
を
配
布
。

○
熊
本
地
震
被
災
地
自
治
体
へ
の
行
政
人

的
支
援

　
　

 

熊
本
県
及
び
熊
本
県
町
村
会
の
要
請

に
基
づ
き
、
前
回
は
４
月
29
日
か
ら
５
月

13
日
ま
で
の
13
日
間
、
宇
城
市
と
御
船
町

へ
毎
日
各
々
２
名
で
延
べ
52
名
が
緊
急
支

援
に
あ
た
っ
た
。
今
回
は
、
６
月
１
日
か

ら
６
月
30
日
ま
で
南
阿
蘇
村
へ
職
員
２
名

１
組
、
２
泊
３
日
の
ロ
ー
リ
ン
グ
で
派
遣

し
、農
地
の
被
災
状
況
調
査
業
務
で
復
旧
・

復
興
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

○
九
州
北
部
、
南
部
地
方
の
梅
雨
入
り

　
　

６
月
４
日
、
九
州
北
部
、
南
部
地
方
と

も
に
平
年
よ
り
一
日
早
い
梅
雨
入
り
の
発

表
が
行
わ
れ
、
７
月
中
旬
以
降
は
大
雨
と

気
温
の
高
温
化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
本

年
の
水
上
村
防
災
計
画
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
気
象
情
報
に
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
万

全
の
体
制
を
期
し
た
い
。

村
長
諸
般
の
報
告

「
産
業
推
進
機
構
」い
よ
い
よ
動
き
出
す
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議会を傍聴してみませんか　次回の定例議会は９月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）　詳しくは議会事務局℡44-0319まで

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

山
中
泰や

す
ひ
さ久
氏（
平
谷
）に
つ
い
て
の
諮
問

が
あ
り
、諮
問
の
と
お
り
賛
成
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て

　
　

橋
本
美
樹
夫
氏
（
税
務
住
民
課
長
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，３
８
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
６
億
１
，

１
８
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用

料
助
成
金
１
，５
５
０
万
円
、
産
業
担
い
手

支
援
補
助
金
２
５
０
万
円
、
災
害
用
備
蓄

消
耗
品
２
５
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し

ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
７
万
６
，０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
８
３
７

万
６
，０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
３
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
３
，５
１
３
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

予　
　

算

報　
　

告

そ
の
他

人
事
案
件
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て
い
る
。

生
徒
の
将
来
性
を
重
視
し
た

学
力
向
上
主
体
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

西
野
教
育
長　

運
動
部
活
動
の

規
定
で
は
、
延
長
練
習
の
時
間

や
期
間
が
定
め
て
あ
り
、
学
業
に
支

障
が
あ
れ
ば
練
習
停
止
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
き
ち
ん
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
よ

う
学
校
長
等
に
も
指
導
し
て
い
き
た

い
。

水上村消防団役員
人事決定は

中
学
校
の
部
活
動
は
学
業
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
か

消防団条例により
村長が任用

支
障
が
あ
れ
ば
練
習
停
止
も
あ
る

那須　正弘　議員

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

消
防
団
本
部
役
員
の
決
定
、
最

終
承
認
の
方
法
は
。

蔵
座
総
務
課
長　

水
上
村
消

防
団
の
定
員
・
任
命
・
給
与
・

服
務
に
関
す
る
条
例
の
第
３
条
に
消

防
団
長
は
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
団

長
は
消
防
団
の
推
薦
に
基
づ
き
村
長

が
任
用
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

団
長
人
事
の
承
認
に
つ
い
て
、

不
承
認
も
可
能
か
。

中
嶽
村
長　

恣し

い意
的
な
考
え
、

予
断
を
持
た
ず
に
や
る
の
が

重
要
。幹
部
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
。

問答問答

中
学
校
の
部
活
動
は
、
学
校

体
育
か
社
会
体
育
か
。
ま
た

学
校
教
師
主
体
の
部
活
動
に
移
行
す

べ
き
で
は
。

西
野
教
育
長　

部
活
動
は
学

校
の
管
理
下
で
、
放
課
後
な
ど

同
校
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
自
主
自
発

的
に
行
う
学
校
体
育
で
あ
る
。
指
導

は
主
に
教
職
員
が
あ
た
る
が
、
部
に

よ
っ
て
は
技
術
的
な
指
導
が
不
得
手

な
面
が
あ
り
、
地
域
の
方
に
コ
ー
チ

を
お
願
い
し
て
い
る
。
コ
ー
チ
は
学

校
長
の
責
任
の
も
と
委
嘱
し
、
教
職

員
と
連
携
を
と
っ
て
指
導
に
あ
た
っ

問

問

答

答
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そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
一
般
質
問
後
の
対
応
は

小野　賴年　議員

個人住宅の耐震診断への
対応は

村
内
の
外
灯
設
置
状
況
及
び
道
路

の
反
射
盤
整
備
は

補助金制度を検討

外
灯
は
予
算
の
範
囲
内
で
設
置
し
、

反
射
盤
整
備
は
県
へ
要
望

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

熊
本
地
震
に
よ
る
市
房
ダ
ム

へ
の
影
響
は
。
ま
た
震
度
６

程
度
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
危

険
箇
所
や
市
房
山
崩
壊
の
懸
念
は
。

中
嶽
村
長　

市
房
ダ
ム
へ
の

影
響
は
、
県
か
ら
の
連
絡
や

情
報
は
き
て
い
な
い
。
危
険
箇
所
に

つ
い
て
は
、
急
峻
な
地
形
が
あ
る
江

代
地
区
全
般
と
岩
野
地
区
の
山
間
部

が
特
に
注
意
す
る
箇
所
だ
と
思
う
。

市
房
山
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通
省

や
地
震
工
学
者
に
被
害
が
想
定
さ
れ

る
か
聞
い
て
み
る
。

備
蓄
品
は
家
庭
で
備
え
る
も

の
も
あ
る
と
思
う
が
、
行
政

で
の
備
え
は
。

蔵
座
総
務
課
長　

現
在
、
毛

布
１
１
０
枚
、
防
災
敷
マ
ッ

ト
５
０
枚
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
２

５
世
帯
分
あ
る
。
今
後
、
毛
布
４
０

０
枚
、
防
災
敷
マ
ッ
ト
２
０
０
枚
、

保
存
水
２
０
０
人
の
２
日
分
、
乾
パ

ン
２
０
０
食
の
３
回
の
２
日
分
、
災

害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
追
加
整
備
を
行

い
た
い
。
住
民
の
約
１
割
を
備
蓄
品

問答答 問

外
灯
設
置
要
望
の
状
況
は
。

蔵
座
総
務
課
長　

現
在
４
７

５
基
あ
り
、
毎
年
の
要
望
に

よ
り
予
算
の
範
囲
内
で
設
置
し
て
い

る
。

道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
上

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
固
い

反
射
盤
を
、
ゴ
ム
製
で
安
全
性
の
あ

問問 答 の
基
礎
と
し
て
い
る
。

要
望

　

財
政
的
な
問
題
も
あ
る
と
思
う

が
、
５
割
程
度
を
目
標
に
し
て
ほ
し

い
。

地
震
後
に
各
施
設
の
ホ
ー
ム

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
（
建
築

診
断
）
は
な
さ
れ
た
か
。
ま
た
個
人

住
宅
の
耐
震
診
断
へ
の
助
成
は
。

中
嶽
村
長　

地
震
後
、
目
視

だ
け
で
行
っ
て
い
る
。
必
要

性
が
あ
れ
ば
専
門
家
に
よ
る
検
査
を

実
施
す
る
。

蔵
座
総
務
課
長　

人
吉
球
磨

で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
と
多
良

木
町
に
耐
震
診
断
の
補
助
金
制
度
が

あ
る
。
本
村
で
も
交
付
要
綱
の
制
定

を
考
え
て
い
き
た
い
。

答答

問

る
も
の
へ
交
換
を
検
討
し
て
は
。

堤
田
建
設
課
長　

国
道
、
県
道

は
県
が
管
理
し
て
い
る
の
で

そ
の
点
も
併
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

答
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荒嶽　　晋　議員

小学校教室へのエアコン
早期設置を

村
道
覚
井
・
本
野
線
の
国
道
へ
の

接
続
判
断
は
い
つ
ま
で
に

設置に向け、計画的に進める

今
年
度
を
目
途
に
決
定
し
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

今
年
は
過
去
に
例
を
見
な
い

暑
い
夏
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

児
童
達
の
学
習
環
境
と
暑
さ
対
策
の

た
め
に
エ
ア
コ
ン
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
現
在
の
状
況
及
び
設
置
の
考
え

は
。

甲
斐
教
育
課
長　

岩
野
小
は
、

１
年
か
ら
６
年
教
室
、
な
か

よ
し
学
級
教
室
を
含
む
11
教
室
は
未

設
置
。
湯
山
小
は
、た
ん
ぽ
ぽ
教
室
、

１
年
か
ら
４
年
教
室
を
含
む
９
教
室

が
未
設
置
で
あ
る
。
中
学
校
は
、
平

成
25
年
度
に
設
置
を
完
了
し
て
お
り

小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
も
計
画

し
て
い
た
が
、東
日
本
大
震
災
以
降
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
重
き
が
置
か

れ
た
た
め
、
計
画
を
延
ば
さ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
教
育
委

員
会
も
学
習
環
境
の
改
善
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
補
助
金
な
ど

の
財
源
を
使
っ
て
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
く
。

中
嶽
村
長　

将
来
の
村
を
担

う
人
づ
く
り
の
中
で
、
重
要

な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
29
年

問答

村
道
覚
井
・
本
野
線
の
国
道
へ

の
接
続
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

堤
田
建
設
課
長　

当
初
、
村

と
し
て
考
え
て
い
た
計
画
は

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
別
案

を
計
画
し
た
。
地
権
者
と
協
議
を
し

了
解
は
得
ら
れ
た
が
、ハ
ウ
ス
移
転
・

代
替
地
等
の
問
題
は
残
っ
て
い
る
。

計
画
の
進
捗
状
況
を
住
民
に

説
明
し
、
再
度
問
い
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。
ま
た
、
常
楽

酒
造
跡
地
の
活
用
法
は
い
つ
ま
で
に

判
断
を
す
る
の
か
。

中
嶽
村
長　

現
在
、
計
画
は

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

早
急
に
覚
井
区
・
本
野
区
の
会
合
等

問問 答答 度
の
概
算
要
求
に
向
け
て
、
き
ち
ん

と
し
た
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
く
。

答

で
住
民
に
問
い
か
け
意
見
を
聞
き
、

今
年
度
を
目
途
に
判
断
し
た
い
。
そ

の
後
、
常
楽
跡
地
を
定
住
促
進
の
土

地
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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山崎　隆浩　議員

熊本地震に伴う観光関連
産業の復興策は

産
業
推
進
機
構
の
役
割
は

復興割を含めた誘客対策を
県へ要望

村
内
産
業
を
連
携
さ
せ
た

事
業
展
開
を
は
か
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

震
災
後
の
本
村
観
光
関
連
産

業
の
現
状
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

４
月

15
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

調
査
で
、
宿
泊
が
前
年
比
６
９
４
人

減
で
62
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
元
湯
は

５
７
５
人
の
減
少
、
間
接
的
な
被
害

を
含
め
る
と
相
当
額
の
被
害
に
な

る
。

九
州
観
光
支
援
旅
行
券
事
業

（
復
興
割
）
で
は
、
旅
行
代
理

店
加
盟
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
が
対

応
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
村
の

加
盟
し
て
い
な
い
宿
泊
施
設
が
制
度

を
利
用
す
る
た
め
の
対
策
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

旅
行

券
事
業
に
つ
い
て
詳
細
な
情

報
は
つ
か
め
て
い
な
い
が
、
県
よ
り

全
体
的
に
い
き
わ
た
る
よ
う
調
整
を

す
る
と
返
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
人
吉
球
磨
の
ツ

ア
ー
計
画
も
進
め
て
い
る
。

中
嶽
村
長　

観
光
客
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
る
誘
客
対
策

を
、
被
害
の
な
い
地
域
も
対
象
に
な

る
よ
う
町
村
会
か
ら
県
へ
要
望
し
て

い
る
。

問答答答 問

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

住
民

代
表
・
株
式
会
社
み
ず
か
み
・

役
場
職
員
に
よ
る
20
名
以
内
の
委
員

で
構
成
し
、
６
月
28
日
に
発
足
式
を

予
定
し
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
１
名
が
８
月
１
日
に
着
任
予
定

で
、
産
業
振
興
課
内
に
籍
を
置
い
て

地
域
を
知
る
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ

く
。
ま
た
、
猪
・
鹿
肉
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
ジ
ビ
エ
生
肉
処
理
加
工

施
設
の
設
計
な
ら
び
に
、
竹
林
再
生

の
た
め
筍
生
産
者
と
実
演
を
兼
ね
た

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
の
導
入
を
計
画
し

て
い
る
。

問答

復
興
支
援
は
義
援
金
以
外
の

支
援
策
も
検
討
し
て
い
る
か
。

中
嶽
村
長　

臨
時
議
会
に
お

い
て
、
５
０
０
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。「
み
ん
な
の
家
」

が
60
棟
ほ
ど
整
備
さ
れ
る
の
で
、
こ

の
施
設
に
主
眼
を
お
い
た
支
援
を
考

え
て
い
る
。

答 問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
株
式

会
社
み
ず
か
み
、
観
光
協
会

の
連
携
ま
た
組
織
計
画
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

産
業

推
進
機
構
の
三
本
柱
、
商
品

作
り
・
販
路
拡
大
・
情
報
発
信
を
株

式
会
社
み
ず
か
み
と
観
光
協
会
が
連

携
し
て
取
り
組
み
、
事
業
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

中
嶽
村
長　

株
式
会
社
み
ず

か
み
、
観
光
協
会
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
出
荷
協
議
会
、
旅
館

組
合
す
べ
て
連
動
さ
せ
事
業
展
開
を

は
か
っ
て
い
く
。

答答 問
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米良　　哲　議員

災害に対する防災対策は

買
い
物
弱
者
に
対
す
る
移
動
販
売

の
考
え
は

総合防災情報システムを有効活
用し、安全性を確保する

現
状
で
は
厳
し
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
し
て

初
動
体
制
が
非
常
に
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
行
政
区

の
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

中
嶽
村
長　

平
成
18
年
４
月

１
日
付
け
で
、
17
の
行
政
区

で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。残
り
の
４
行
政
区
に
お
い
て
は
、

人
口
等
の
問
題
で
組
織
化
さ
れ
て
い

な
い
。

ど
れ
だ
け
機
能
し
て
い
る

か
、
た
だ
名
前
だ
け
の
組

織
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

強
化
、
訓
練
な
ど
を
含
め
、
今
後
見

直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

避
難
所
の
安
全
性
と
高
齢
者

な
ど
に
対
す
る
周
知
及
び
誘

導
は
。蔵

座
総
務
課
長　

避
難
所
に

つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
の
結

果
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
避

難
者
の
誘
導
等
に
つ
い
て
は
、
28
年

度
に
整
備
を
行
う
総
合
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
、
特
に
高
齢

者
・
要
支
援
者
等
の
世
帯
に
つ
い
て

は
安
全
性
の
確
保
を
徹
底
す
る
。

問問 答

交
通
の
便
が
悪
く
買
い
物
な

ど
で
困
っ
て
い
る
地
域
に
対

し
て
、
株
式
会
社
み
ず
か
み
等
で
の

移
動
販
売
を
行
う
考
え
は
。　

中
嶽
村
長　

村
長
就
任
以
来
、

株
式
会
社
み
ず
か
み
と
検
討

を
重
ね
て
き
た
が
厳
し
い
の
が
現

実
。
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
委

託
業
務
契
約
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ

せ
た
が
、
困
難
で
あ
っ
た
。

問答

答

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
村
長
就
任
１
年
経
過
し
て

　
　

の
検
証　

４
月
28
日
開
催

第
２
回
臨
時
会

予　
　

算

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

６
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
５
億
８
，
８
０
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
地
支
援

見
舞
金
５
０
０
万
円
、
障
害
者
等

保
護
（
短
期
入
所
）
事
業
委
託
料

９
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し
ま

し
た
。

要
望
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編
集
後
記

　

５
月
23
日
開
催

第
３
回
臨
時
会

７
月
11
日
開
催

第
４
回
臨
時
会

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
水
上
村
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
水
上
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
行
政
不
服
審
査

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
工
事
そ
の
１
）

　
　

請
負
金
額
７
，９
３
８
万
円（
丸

昭
建
設
株
式
会
社
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
工
事
そ
の
２
）

　
　

請
負
金
額
１
億
１
５
２
万
円

（
味
岡
建
設
株
式
会
社
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
工
事
そ
の
３
）

　
　

請
負
金
額
１
億
１
，８
４
７
万

６
，０
０
０
円（
肥
後
環
境
株
式
会

社
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
工
事
そ
の
５
）

　
　

請
負
金
額
６
，９
１
２
万
円
（
宮

原
建
設
株
式
会
社
）

○
継
続
審
査
申
出
書

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
水
上
村
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
工
事
）

　
　

請
負
金
額
４
億
１
，３
２
０
万

８
，０
０
０
円（
西
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
熊
本
支
店
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
村
道
白
蔵
線
災
害
防
止
工
事
）

　
　

請
負
金
額
２
億
２
，６
８
０
万

円（
青
木
・
宮
田
建
設
工
事
共
同
企

業
体
）

○
継
続
審
査
申
出
書

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

予　
　

算

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
６

億
１
，１
８
０
万
円（
現
計
予
算
組

替
え
）と
す
る
も
の
で
す
。４
月
第

２
回
臨
時
会
に
お
い
て
補
正
し

た
、平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
地

支
援
見
舞
金
５
０
０
万
円
の
う
ち

４
５
０
万
円
を
、平
成
28
年
熊
本

地
震
に
係
る
被
災
地
支
援
委
託
料

に
現
計
予
算
の
組
替
え
を
行
う
も

の
で
す
。熊
本
県
と
の
協
議
を
重

ね
た
結
果
、県
が
仮
設
住
宅
敷
地

内
に
建
設
予
定
の「
み
ん
な
の
家
」

に
形
に
残
る
支
援
と
し
て
村
内
の

杉
材
等
を
利
用
し
た
テ
ー
ブ
ル
、

ベ
ン
チ
を
提
供
す
る
た
め
の
作
成

委
託
料
で
す
。

○
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書

○
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧・
復
興
に
係
る
特
別
な
財
政
措

置
を
求
め
る
意
見
書

○
行
政
庁
舎
等
再
建
に
つ
い
て
の
国

庫
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書

○
継
続
審
査
申
出
書

そ
の
他

そ
の
他

　

熊
本
地
震
か
ら
３
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
余

震
が
収
ま
ら
ぬ
中
で
の
梅
雨
入
り
、
そ
し

て
大
雨
。
被
災
地
の
方
々
の
心
中
を
察
す

る
と
心
が
痛
む
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
「
今
年
の
夏
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
暑
い
夏
に
な
る
」

と
の
情
報
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
夏
休
み

を
利
用
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
て

い
る
人
た
ち
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
熊
本
の
復
興
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
も
お
金
も
か
か
る
。
こ

れ
か
ら
も
被
害
の
少
な
か
っ
た
水
上
村
に

で
き
る
こ
と
、
村
民
が
個
々
に
で
き
る
こ

と
を
無
理
せ
ず
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
熊
本
の
心
は
ひ
と
つ
」　　
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